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全国家計構造調査の実施
高知県本山町地方の

かがやき 常磐色が重なる山の樹々

透き通るエメラルドグリーンの川

晴れた空を映す青緑の棚田

天然の色彩と音が踊る町
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春夏
秋冬

行政をしっかり見守る!
ミマモルサウルス

災害や公害から
みんなを救助!
タスケルサウルス

二十四節気だより
にじゅうしせっき

「行に事でが穫まで終処わ」にも、期す、わと 同 日 暑れ 収あ を。 り祈 時 作ご 」ま 穫る 迎 」とる に 物とをす でこ え は祭 台 もに意。 「
きと るり 風 そ涼味暑
かもま シ季ろしすい

各すらー節そくる時
地よ、「ズでろな言期
でう無ンす収り葉の
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未るい
来へ、暮ら

明 しを育てる情報誌

マチを好きになるアプリ

広報誌をスマホ
などで閲覧できます

2233
日日

88
日日

※二十四節気は毎年1日ほど前後します。立秋（8/8）、処暑（8/23）は今年の日付です。

処
暑
しょしょ

がグカしでので秋の厳
でラナ雲が日すの涼し

「きシカが か。気しい
秋 暦まのナ見 ら 配い暑

す 」 の声カら 立 を風さ。。 れ うをナ 空 がの冬 感
、 えに 通中聞と朝 の じで りにく鳴夕は前 るは 、、こくにい日 季ふ一、とヒはわまこ節と筋

立
秋
りっしゅう

8月

季節のうつろいを味わう

二十四節気は太陽の運行を基準にした太陽暦です。

1年を24等分し、「立春」をスタート地点として、
15日ごとにその時期の自然現象を表す美しい名前が付けられています。

二十四節気から、「暑い」「寒い」だけではない、季節の移り変わりを感じてみませんか?

風詩
物

お盆に飾られる精霊馬。先
祖の霊を送り迎えするた
め、キュウリを馬に、ナスを
牛に見立てて作られます。
馬は「早く戻ってきて」、牛
は「ゆっくり帰って」の思い
が込められています。

百舌鳥（もず）は縄張り確
保のため、秋になると高い
枝にとまり、キーキーとけ
たたましく鳴きます。この
「百舌鳥の高鳴き」から75 
日目に、初霜が降りるとの
言い伝えもあります。
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開始100年の国勢調査、調査員を募集します

19 MIC NEWS  02

災害時にはファイブゼロ・ジャパンや
災害用伝言サービスを活用しましょう!

20 MIC NEWS  03

臨時災害放送局用設備の貸し出しについて

21 MIC NEWS  04

ご存知ですか? 大切なお手紙を守るためのルールがあることを

22 MIC NEWS  05

「第51回 世界情報社会・電気通信日のつどい」
記念式典が行われました

23 世界にはばたく総務省
G20茨城つくば貿易・デジタル経済大臣会合

14 地方のかがやき

高知県 本山町

04 特 集

全国家計構造調査の実施

ダイナソーム
総務省を力持ちの恐竜たちに例えた「ダイナソーム」
日本を元気にするため、今日もがんばっています!

総務省の仕事を
キャラクターがご紹介！教えて

遊びに来てね！

データで活動を
サポート!

ササエルサウルス

情報通信でみんなをつなげる!
ツナゲルトプス

地方の元気を
応援する!
フルサトドン

中央合同庁舎第2号館にて
こども霞ヶ関見学デーを開催!8月7日  ・8日水  木
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のし答 内るに も 保帯す等合か 、仕てが 容方す 幅 障属るを的家、

何を明らかにする調査か?

　2人以上の世帯のうち勤労者世帯について、各ラ
イフステージの世帯を仮定し、ステージによる変化
を消費支出に占める費目の割合でみてみます。
•第1ステージ（結婚後第1子出産前まで）
借家世帯が多いことから「住居」の割合（16.9％）が
他のステージと比較して高くなっています。
・第2ステージ（第2子の出産後）
子ども服など「被服及び履物」の割合（5.0％）が他
のステージと比較して高く、子どもの出生に伴い
「教育」の割合も8.4％を占めています。
・第3ステージ（子どもが義務教育の時期）
「食料」の割合（27.2％）が高いことから、子どもの食
事代などへの支出が多くなっているとみられます。
・第4ステージ（子どもが大学生等の時期）
子どもの大学等への進学により「教育」の割合
（26.8％）が高くなっています。
・第5ステージ（子どもの独立・夫の定年後）
時間的余裕もあることから「自動車等関係費」
（9.7％）、「交際費」（9.5％）などの割合が他のステー
ジと比較して高くなっています。

　携帯電話の普及などにより、1999年から2014
年にかけて、消費支出に占める「交通・通信」の割合
が拡大しています。

•ライフステージごとの消費の内訳（2人以上の世帯のうち勤労者世帯、2014年）

子どもが義務教育の時期は、消費支出の3割近くが食費に

•消費の内訳の変遷

消費構造の変化をとらえる
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調前
　
欠団明計変変信たるしり面構

　

査身でな体らの化化費、と、のか成家携 大の調はデのか現 に 教 とが らし に計
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果 タ な っ 電 なで がい はるり状国 策 加 費を と てあ り 5 き 話 ど食家 立 す 様況みる な も が、 の に年ま 費

と
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どのような統計になるか?

　世帯主が「30歳未満」から「50歳代」
までは、年齢が上がるに従って世帯の
年間収入も高くなります。これより年
齢が上になると、年齢が上がるに従っ
て世帯の年間収入は低くなります。「70
歳以上」になると、年金を中心とした年
間収入368万円などで1.81人の世帯
員が生活しています。

　年間収入が高くなるに従って
消費支出額も多くなっていま
す。年間収入が上位20％以内
の世帯である第Ⅴ階級（世帯の
年間収入865万円以上）では、

（円）

450,000

194,463

243,811

280,302

324,837

421,000

第Ⅰ階級
（年間収入～336万円）

第Ⅱ階級
（336～468万円）

第Ⅲ階級
（468～628万円）

第Ⅳ階級
（628～865万円）

第Ⅴ階級
（865万円～）

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

月に約42万円を消費していま
す（9月～ 11月の平均月額）。

※年間収入五分位階級とは、全て
の世帯を年間収入の低い方から
順に並べて、5等分して5つのグ
ループに分けたもの

•年間収入五分位階級別消費支出（2人以上の世帯、2014年）

　世帯主が「30歳未満」から「60歳代」
までは、年齢が上がるに従って世帯の
金融資産も多くなります。なお「、70歳
以上」でも平均で1824万円の金融資
産を保有しています。

•世帯主の年齢階級別金融資産保有額（2014年）

特集 ● 全国家計構造調査の実施

40歳代や50歳代では、
共働きで有業者（有業人員）が
多くなって、世帯としての

収入を確保しているんですね。

50歳代から60歳代にかけて、
退職金などで金融資産が
増えるんですね。

•世帯主の年齢階級別年間収入（2014年）

収入は50歳代の世帯でピークに収入が高いと消費も多い

　消費支出に占める費目別割
合をみると、年間収入が高くな
るに従って「外食」、「被服及び
履物」、「教育」の割合が高く
なっています。

•年間収入五分位階級別消費の内訳（2人以上の世帯、2014年）

収入が高いほど外食への支出割合が高い 金融資産は60歳代の世帯でピークに

20.3
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　「被服及び履物」の購入先別割
合を世帯主の年齢階級別にみる
と「、百貨店」の割合は「、30歳代」
が最も低く、それ以降は年齢階級
が上がるに従って高くなってお
り、「70歳以上」が最も高くなって
います「。通信販売（インターネッ
ト）」の割合は、「30歳代」で最も
高く、それ以降は年齢階級が上が
るに従って低くなっており「、70歳
以上」が最も低くなっています。

　都道府県別に「通信販売（イ
ンターネット）」での購入割合を
みると、神奈川県、埼玉県、東京
都が高くなっています。

•都道府県別「通信販売（インターネット）」購入割合（2人以上の世帯、2014年）

　「電子マネー」での購入割合を
みると、「バス代」が24.8％と最も
高く、次いで「鉄道運賃（」17.7％）、
「おにぎり・その他」（8.0％）などと
なっています。

•電子マネーによる購入割合が高い品目（2人以上の世帯、2014年）
わいま な • • • 国 調
れて に

  • • 

た ど 所実障よ代税妥助生し支介のな国 や 査も よて 得 の 当額 て活 出 実、 、 ）にり 制 護 も民 地
、大 重 る をい い の格 充負共 な 保 の保際の改 基 年 方ま消 く要 現 受学 差 て担働 も 違 のに 結正 準護 公か 険 金す費 けな 状等 ・ なら 生 果がきにのが い ・検 料 共。や 資政 分 る の っの れど 伴か、 を 計 厚 はの 世 の て所高 析産 一扶討 団

策 たの 検う 般 確 費か い生 体 ど帯 助 算格に 、 ） （得等 場 証 るＯ を 程 認 年 のと政 低 に額 定消、 使 差 か教 Ｅ 事合度 ）い策 し（所 金 お よ家 の の 費育 わ Ｃ 前 増っ 検 いに 効 、要 の計 現 得算れ Ｄ た 支 て う介 討機 にどえ 果 介 検資 て な状 世定 にの 世 護 出検 す関 る の （ 護 討い ど把 帯産 程 保 る（ 使討 の帯 ）、 予 生 者ま の をに 国握 に年 わ民 （ の）度か 険測 消活 のす 確関 際 あ経 違（ に 金 れ間 恩、 有。 保す 機 消 費 認たい る企 高 係 の済 恵 護 無（費ご 実 ）りる 関 齢 る 給 の業 財 にに 態に分 年増と 、
や 政 者 負よ 高付 ?よ おに と析 税各 世 け 担 とる白 金 る 齢、 のに や分消 を 負種 国書 帯 る 世 者関幅 医が や ど帯 世担団 際な 費 現係広 ど 療社体 比 増勤 在 うの 帯がでく の会に 税労 適みの 分消較政 な

使お ）府 充保に世 て扶 担費 ど切
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•世帯主の年齢階級別「被服及び履物」の購入先別割合（2人以上の世帯、2014年）

70歳以上の「被服及び履物」購入先別割合は「百貨店」が最も高い「通信販売（インターネット）」での購入割合が最も高い神奈川県

2014年時点では、電子マネーは交通費を中心に利用

どのような統計になるか?

平均

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（%）

27.1 19.5 23.6 16.0 3.1 7.3

36.3 13.2 20.6 19.1 3.9 6.5

34.3 15.2 18.5 18.4 5.5 7.0

30.7 17.8 20.6 18.9 3.9 6.4

25.7 19.5 24.6 16.5 3.2 7.5

24.5 21.2 26.5 13.7 1.9 7.8

21.0 23.5 26.8 11.9 1.3 8.1

一般小売店 スーパー コンビニエンスストア 百貨店 生協・購買 通信販売
（インターネット）

ディスカウントストア・量販専門店 通信販売（その他）

その他

電子マネー

品　　目

バス代

鉄道運賃

おにぎり・その他

調理パン

乳飲料

チューハイ・カクテル

コーヒー飲料

炭酸飲料

他の主食的調理食品

茶飲料

購入割合（%）

24.8
17.7
8.0
7.0
6.8
6.5
6.2
5.9
5.9
5.8

（参考）
2009年

8.5
10.4
2.6
2.4
2.3
－

2.0
1.4
1.5
1.8

2.2%以上
1.7%以上～2.2%未満
1.2%以上～1.7%未満
1.2%未満

都道府県別「通信販売（インターネット）」での
購入割合（2人以上の世帯）

 
 

順位

1

2

3

4

4

6

7

8

8

都道府県

神奈川県

埼玉県

東京都

秋田県

奈良県

京都府

福井県

滋賀県

徳島県

2.5 

2.3 

2.2 

2.1 

2.1 

2.0 

1.9 

1.8 

1.8 

通信販売
（インターネット）
の割合（％）

地域差※

147.1 

135.3 

129.4 

123.5 

123.5 

117.6 

111.8 

105.9 

105.9 

10位は千葉県、静岡県、愛知県、兵庫県、岡山県
※全国平均（1.7％）=100として換算



全国家計構造調査の仕組み

このほか、「家計調査」の調査世帯を対象として、「家計調査世帯特別調査票」、「個人収支簿」を用いた調査を、全国家計
構造調査として実施します。

「基本調査」では3種類の調査票に記入をお願いします。
「簡易調査」では、「世帯票」と「年収・貯蓄等調査票」に記入をお願いします。

　

ぜ
「いた員理 票蓄査査貯 をは

　
おたし域省

　
村回す査ちで計

　
「た 世 「らが解

を
に 宅 、等」 蓄 地 、票 行 。 をは調を収るは特で 簡 指 国法調し 帯 に 全、 ひ記皆 調 に等 い 域 統全 調査通な 国に調 易 は （ がにはま 定査い 票ま じさ 、入 査 国査「 調 に 国、記 計 の ど 重 基査 さす し 調 、 地 総 実こた て」 では 家ま よ調査 れ か実 要票世 す づ施。 、票 の 入 「だ ま 調 す務査 域。「 り査 ら くた 、の 施 な 計

へ 調 」す 帯い し票家 「 と 都が す」 省 「の 査約のお 基い 員地 に 調る 構基た 、査。 票 」計 基 し 員道2 ま 調統が記宅 の

的
な
手

ず 域 7 あ 査 造う て 統」 本 本 法 が府 幹の す 計種と 3 簿 訪れ に た 査 で入に 指に 0 行 計統調え 「。「 調 調 局主 お 県
伺 類 種」 か 問 っ 票よ 0 すを で 、 い年 「 定 ・ 調計査

の 簡 査 査の し住 て の）類 り ま市 が。おい 旨、 し こ 」収 年 0」 ま 、 査 はま調 調 易 」 ま 配 調
願 に ・ の で調ま 選 す区 実の収 いま の総 のす 。 布 査、いし査ご 査貯調調・は査た のし定地務 町 施調う 統。 ・ 」
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特集 ● 全国家計構造調査の実施

•調査票の記入内容

•調査世帯の抽出

世帯の構成や、保有する住宅や土地
などについて記入します。

全国約1,700市町村の中から、一定の統計上の抽出方法によって選ばれた約90,000世帯について調査が行われます。
調査にあたっては、まず、調査対象となる約1,000の市町村を選定し、次に調査地域を、最後に調査世帯を、それぞれ一
定の統計上の抽出方法によって無作為に選定しています。

日々の収入、支出などについて、10月
と11月の2か月間記入します。

年間収入や預貯金などの金融資産の
残高などについて記入します。

全国約1,700市町村から、約1,000市
町村を選定します。

調査市町村の中から約7,000の調査
地域を選定します。

調査地域の中から、全国で約90,000
世帯の調査世帯を選定し、各世帯に調
査票の記入をお願いします。

調査の仕組み（流れ） 調査はこのようにして行われます

世帯票 家計簿 年収・貯蓄等調査票

S T E P

1

S T E P

2

S T E P

3

S T E P

4

S T E P

5

調査員が全国の約90,000世帯に
調査票記入のお願いに伺います。

記入していただいた調査票は、調査員が回収に
伺います（郵送提出の場合もあります）。
パソコンやスマートフォンを利用してインターネットで
回答いただくことも可能です。

集められた調査票は、市区町村へ提出された後、
都道府県へ送られ、最終的に総務省統計局に送られます。
インターネットで回答いただいた調査票については、
総務省統計局に直接提出されます。

調査票に記入された内容は、コンピュータによって
集計され、様々な統計表が出来上がります。

集計結果はテレビ・新聞などで報道されるほか、
インターネットでもご覧いただけます。

3種類の調査票にご記入をお願いします

調査世帯は全国から無作為に選んでいます

約1,000
市町村

第 1 
段階

第 2 
段階

第 3 
段階

市町村 調査地域

調査地域 調査世帯



調査への疑問にお答えします

員
証
」

必の携知で県訪に
　

調
格しじ記作漏し査務市れ人

　
な訪個お要身帯 す知問 なてる入 らて事 成 関省区ま情こ の問人住に分しが。事し 査取個な内すす知 の係統町す報 かを 調 す情ま応を が り人ど り 調

提
示

て交 ま 地 容るこ 者計 。い 村 は な査 統 る報
じ お 扱 、 得 査確 付 任す との 情域 集を目 に局の 、 どり 員 た 計統 はい を 対 に 調て認 し 命。おに 報め 的し 統法計 査保、 、 調 を 利 担 、は 個 よた し 宅 禁指 保 し おま調す皆「

調
定 ら用以 当必 査 計じ人て で法りた 答員護にす るさ 定 護れ 外査 員 め す の 職担、 には えはさ地 た は 集ず。 たま さて法る に員 は る 秘調査 員当、よめ都 、 り し れ方めが こ調 ど調れいよ情 調、 密査は な り員 職 ら

「
調

調 都 ま 、 る道公 まな 査証
」

査た り報と 統をにど 査保れ ん
す 員 の査 府務道 地 もにを 計 従の 員 る すど 員 票 他 護 な。 、 か査の員を県員府が域 厳対禁のをに事調総やさ個 人、
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全国家計構造調査　広報用ポスター

個人情報は保護されるの?
統計法では、調査員をはじめとする調査関係者に対して、調査票の記入内容を厳重に保護することを定めています。

インターネットでも回答できるの?

統計調査員は、調査対象の方々を訪問し、調査票の記入依頼や調査票の
回収といった統計調査の仕事の中でも基本的で重要な部分を受け持って
います。全国家計構造調査の調査員は、都道府県知事が任命した地方公
務員です。調査員には「調査、 員証」が交付され、必ず携帯しています。

全国家計構造調査は、インターネットでの回答もできます。調査期間中はいつでもご都合の
よい時間に回答できますし、画面の誘導に従ってスムーズに回答できますので、ぜひお使いの
パソコン、タブレット、スマートフォンからご回答ください。
さらに「、基本調査」では日々の収入・支出などについて「家計簿」に記入していただきますが、
インターネット回答では、レシートを撮影することで「家計簿」への入力を簡略化する機能も
備えていますので、ぜひご利用ください。

調査員はどんな人?

調査に従事して知り得た
個人や団体の
秘密を漏らしては
ならない

たくさんのレシートを
一枚一枚手動で入力するのは

とても面倒・・・

スマートフォンやタブレットの
カメラを使ってレシートを撮影すると、

入力の手間が軽減できます！

統計調査の目的以外に、
調査票の記入内容を
利用したり、提供しては

ならない

記入された調査票を
適正に管理するための
措置を講じなければ

ならない

調査員証を携帯しています

調査員が
伺いましたら、
ご回答を

お願いいたします。



毎年暑い盛りに行われる「汗見川清流マラソ
ン」は、汗見川に沿って清流を楽しみながら走
る超人気大会。走り終わった後は、汗見川に
ザブンと入り、川遊びでクールダウンするラ
ンナーも多いのだとか。

本山町出身の作家、大原富枝氏の作品とそ
の生涯を紹介している「大原富枝文学館」。
建物は元簡易裁判所を改装したもので、氏
の応接室兼書斎や愛用の茶道具が並ぶ茶室
などが再現されている。

毎年8月14日に行われる「上関（かみぜき）阿弥陀
堂奉納相撲」。万延の年（1860年頃）、地域に疫病
が流行し凶作にも見舞われ、その厄払いに行われ
た地元草相撲の横綱土俵入りに起源を持つ伝統
文化。町民俗無形文化財にも指定されている。

Profile
高知県北部中央にある、長岡郡に属する
町。早明浦ダムの下流にあり、四国の水
源地にあたる。町土の89.1％は、急傾斜
の山林で美しい自然に囲まれた町「。日
本で最も美しい村連合」に加盟している。
人 口 3，487人（令和元年6月30日現在）
面 積 134.22㎢
U R L http://www.town.motoyama.kochi.jp

山
豊かな自然、歴史あるスポット、
伝統の奇祭など、味わい深い
町の魅力を3つご紹介します !

きぜんざんこうえん

「帰全山公園」のシャクナゲ
蛇行する吉野川沿いにある帰全山公園
では、毎年4月中旬から5月初旬にかけ
て、シャクナゲやツツジが咲き誇り、淡い
ピンク色に染まる。格好の花見スポット!

土佐あかうし「嶺北牛」
高知県だけで生産される「褐毛和種高
知系」の牛。頭数が少ないことから、
「幻の和牛」とも呼ばれる。天気のいい
日は吉野川沿いで草を食む姿を見る
ことができる。

翡翠(ひすい)色に輝く汗見川。透明
度が高く、アユやアマゴの棲む清流
として知られている。流域には、県
の天然記念物となっている枕状溶
岩が露頭する場所もあり、地質学に
おいても貴重な場所となっている。

▲町の中央を流れる吉野川で、毎年8月上
旬に行われる「吉野川いかだ祭り」は、夏の
風物詩。昔、白髪山で伐採されたヒノキをい
かだにして搬出したことに由来している。

本 motoyama-cho町
根下がりヒノキ
樹齢150年以上のヒノキが林立する白髪
山（標高1,470m）。立ち枯れした数千本の
白骨林や県の天然記念物に指定された
「根下がりヒノキ」を見ることができる。

本山町の魅力ダイジェスト!

高知県

　地
か
が方
のや

き
天空ヤーコン
ベジタブルハニー
寒暖差が大きいこの町では、
高温障害を受けにくく、上質
の米や野菜が採れる。写真
は、町産の「天空ヤーコン」
を使ったシロップ。

しそごこち
汗見川地域特産のシ
ソを使ったジュース
は爽やかな味わい。
希釈タイプも販
売している。

富大原 枝の

世界に浸る

1,300人が参加！

本山町長
細川  博司
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高
っ融もと険
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町
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知
市
内
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町
。脈しの な く な町 か す わに う深 のき い 島イ た は い白が独 ら 地 棚 り に 中か た 四 。ン 盆 県国 森 ら特 こ 形 田 、 汗 髪ら 央タ 人 季 南 へ

60 地や 見 町の の がが 見 山 とー 部々 折魅 畑
を
で北 あ を自 織 山分 川 県チ の 注々 にはの（ り 横ェほ 力営然のり が 立 ぐ位ン 、高く 、 断ど を と 弥 山ジ み 景な 見 いに 流 自 吉置しでが 放がと色す る生山み れ間然 野す、

味るめ
　
ジドテ

　

近
れ山手来

、 ィわた さ参
照
）

ア まや伝ら歴 ンいめ スら す年 トいれ
た 史 ポグ、 レ、るい数・に で。。ーな ッ毎と文、 は町日 ツ キ帰 ど 年いンで間化 カも全 、ヌ うグたす ス 川滞 盛 ー くアポ山 を 、。 んッ 、 自 ク在 さ公 で使カ セしト 然んっヤ スも園 す、 （たッ 散ののじ点を 16 クア 策人っ 良
く在は 、ペウラ にがさ
りすじ ートフ 訪登も

拠点整備と温かな対応で
観光から体験へ 交流から滞在へ

　本山町は大自然に囲まれた町です。近年
では、これらの地域資源をしっかりと経済活
動につなげるべく、アウトドアスポーツの拠
点づくりをはじめ、様々な取組を行っていま
す。しかし、ただ「箱もの」をつくるだけでは
交流は生まれません。町の人々が来町者に
心を開き、温かい気持ちで対応して初めて
再び滞在していただけるのです。
　この7月には待望の宿泊施設もオープン
し、「土佐れいほく博」も始まりました。ぜひ、
本山町においでください!

町の特産品のキャラクター
さくらの妖精「ぽんぽん」

汗見川
あせみかわあせみかわ

賞金は
現金のまま
吊るされる

文 数々の賞に輝いた作家の
生涯に思いをはせる 祭 伝統の奉納相撲に

大人も子どももハッスル!走 全国のランナーに大人気
真夏にマラソン大会!

高知

愛媛

香川

徳島

本山町

天晴透常と
き

然れき磐わ

のた通色い
ろ

色空るが
彩をエ重
と映メな
音すラる
が青ル山
踊緑ドの
るのグ樹
町棚リ々
田ー
ン
の
川
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水田センサーの導入で
棚田の農作業を効率化

ビジターセンターやコテージ、温浴施設、
ショップ、レストランなどがある。

田んぼに設置された
水田センサー。

自然に恵まれた嶺北地域の、アウトドアスポーツ拠点として、本年
7月にオープンした「アウトドアヴィレッジもとやま」。監修と指定
管理事業はアウトドア総合メーカーのモンベルグループが担う。

地域資源を活かして経済活動へ
「アウトドアの里」拠点づくり

地

01
方の力地

0
方の

2
力

本山町の

わがまち
じまん

棚田米「土佐天空の郷」
　本山町の棚田でできる「土佐天空の郷」は、
これまでに数々の賞に輝いた自慢の米です。
　おいしさの秘密は、山々がもたらす寒暖差
と清らかな水、保水力とミネラル含有率の高
い、粘土質の土にあります。
　また、品質を維持・向上させるため、生産者
ごと水田ごとに厳しい審査を受け、食味分析
機で基準値以上の評価を得た米だけが、「土
佐天空の郷」として出荷されています。
　粒の大きさは2.0ミリ以上。一般に流通して
いる米よりも大きく、もっちりとした味わい
で、毎年、新米出荷と同時に売り切れてしまう
ほど人気を博しています。

近隣4町村がタッグを組んで
土佐れいほく博を開催中!

カヌーやラフティングの他、キャニオニングや
シャワークライミング、登山など、様々なアクティ
ビティを体験できる。

標高250m～850mの急峻（きゅうしゅん）な土地に、
棚田が形成されている。
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　本山町は、ともに嶺北地域である大豊町、土佐町、大川
村とともに、「土佐れいほく博」を開催しています。
　れいほく博とは、「アウトドア」「生活文化」「食」をテーマ
にした博覧会で、今年7月7日から12月25日までの開催期
間中、吉野川源流域という大自然を舞台に、それぞれの町
村の特性を活かした遊びやスポーツ、祭り、食のイベント
などがバラエティ豊かに用意されています。
　れいほく博の開催初日は、メイン会場となる「アウトドア
ヴィレッジもとやま」のオープニングと同日のため、ステージ
イベントや餅まき、特産品販売などで大いににぎわいました。
　この機会に、嶺北地域だからこそできるアクティビティ
や生活文化・食文化を体験しに、ぜひ訪れてみてください。

広大な自然と清々しい空気を満喫
「クラインガルデン」でお試し移住

　本山町では移住・定住の促進に向けて、単独交
流イベントや移住体験ツアーなど様々な取組を
行っています。滞在型市民農園「クラインガルデン
もとやま」の運営もその中の一つです。
　大自然の中に建つこの施設は、ラウベと呼ばれ
る農園付きの住宅で、野菜や米作りを楽しみなが
ら暮らしたいという移住希望者の長期的なお試
し住宅としても機能しています。
　住宅の年間利用料は40万円（敷金10万円・農
地利用料は別途）。農機具の貸し出しや、農作業の
指導もしてくれるとあり、定年退職後の第二の人
生を田舎で送りたい人や、移住生活に興味のある
方の「お試し住宅」にも最適です。

「天空の郷」を使ったグラノーラやせんべい、
甘酒などの加工品も人気！

https://www.kochi-ebooks.jp/?page_id=27597

広域マップ付きの
ガイドブックは
以下で閲覧可能。
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災害時には

ファイブゼロ・ジャパンや
災害用伝言サービスを活用しましょう！

令和2年国勢調査の概要

国勢調査員の仕事内容は、大きく5つです。

日本国内に住む全ての人と世帯を対象とした5年に一度の大調査

開始100年の国勢調査、
調査員を募集します

国勢調査は、日本の未来をつくるために必要な、大切な調査です。
市区町村では、「国勢調査員」として、調査業務に理解と誠意を持って
携わっていただける、原則20歳以上の方を広く募集しています。

国勢調査は調査開始から
100年になります。

調 査 対 象： 令和2年10月1日現在、日本国内にふだん住んでいる全ての人（外国人を含む）及び世帯
調 査 周 期： 5年
 令和2年に実施予定の国勢調査は、大正9年（1920年）に行われた
 第1回国勢調査から100年（21回目）を迎えます。
調 査 期 日： 令和2年10月1日
調査の流れ： 国勢調査は、調査員が各世帯を訪問し、調査書類を配布した後、インターネットによる
 回答を先行して受け付ける方法で行われます。
 調査は、下図に示す流れで実施します。

国勢調査
指導員
約10万人）（

市区町村都道府県総務省 国勢調査員
（約70万人）

世帯
約5300万世帯
約１　　億2700万人）

1
調査員説明会に

参加

2
担当している
地域の確認

3
調査についての
説明と調査書類
の配布

5
調査票の
整理と提出

4
回答確認

リーフレットの
配布と調査票の

回収

（
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災害用伝言サービスの利用方法/体験利用

利用方法：総務省ホームページ
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/
ictseisaku/net_anzen/hijyo/dengon.html
体験利用ができる期間
・正月三が日　・防災とボランティア週間（1月15日～ 1月21日）
・防災週間（8月30日～ 9月5日）　・毎月1日・15日

3つの災害用伝言サービスの特徴

災害時の公衆無線LANサービスの特徴

災害用伝言板
（web171にアクセス）
携帯電話、パソコンから文字で
安否を登録・確認できます。
「https://www.web171.jp/」から
利用できます。

災害用伝言ダイヤル
（171をダイヤル）
「171」をダイヤルすれば、
ガイダンスに従って操作
できます。

00000JAPANによるインターネット接続

171

• 固定電話や携帯電話、公衆電話から登録・確認できます。
• つの伝言当たり 秒まで録音できます。1 30

特 徴

• 選択式の「安否」と100文字以内のコメントを登録できます。
• 登録したことをメール（10件）や電話（1件）で通知すること
ができます。

• MVNOなどの端末からも登録できます。

特 徴

• 避難所からスマートフォンやタブレット端末を使って、無料
でインターネットに接続できます。

• セキュリティ対策は講じられていないので、ご注意ください。

特 徴 

災害用伝言板
（モバイルサイトにアクセス）
携帯電話から文字で安否を登録・
確認できます。
※そのほか、音声メッセージで安否を
　確認できる災害用音声お届け
　サービスもあります。

• 携帯各社のモバイルサイトＴＯＰおよび専用アプリから登録
できます。

• 選択式の「状態」と100文字以内のコメントを登録できます。
• MVNOなどの端末からも登録できます。

特 徴

連
携

連
携

災害用統一SSID
「00000JAPAN」を
選択すれば、無料で
インターネットに接
続できます。
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大切なお手紙を守るための
ルールがあることを

臨時災害放送局の免許手続（臨機の措置の場合）

特定信書便事業者とは

信書に該当するかしないかの具体例

～被災地で役立つ情報をラジオ放送でお届け～

臨時災害放送局用設備の
貸し出しについて

北海道総合通信局 〒060-8795 TEL：011-747-6451北海道　防災対策推進室 札幌市北区北8条西2-1-1 札幌第1合同庁舎
東北総合通信局 〒980-8795 TEL：022-221-0696青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県　放送課 仙台市青葉区本町3-2-23 仙台第2合同庁舎
関東総合通信局 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、 〒102-8795 TEL：03-6238-1700
　放送課 神奈川県、山梨県 千代田区九段南1-2-1 九段第3合同庁舎
信越総合通信局 〒380-8795 TEL：026-234-9938新潟県、長野県　放送課 長野市旭町1108 長野第１合同庁舎
北陸総合通信局 〒920-8795 TEL：076-233-4494富山県、石川県、福井県　放送課 金沢市広坂2-2-60
東海総合通信局 〒461-8795 TEL：052-971-9198岐阜県、静岡県、愛知県、三重県　放送課 名古屋市東区白壁1-15-1 名古屋合同庁舎第3号館
近畿総合通信局 〒540-8795 TEL：06-6942-8566滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県　放送課 大阪市中央区大手前1-5-44 大阪合同庁舎1号館
中国総合通信局 〒730-8795 TEL：082-222-3382鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県　放送課 広島市中区東白島町19-36
四国総合通信局 〒790-8795 TEL：089-936-5037徳島県、香川県、愛媛県、高知県　放送課 松山市味酒町2-14-4
九州総合通信局 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、 〒860-8795 TEL：096-326-7307
　放送課 鹿児島県 熊本市西区春日2-10-1 熊本地方合同庁舎A棟
沖縄総合通信事務所 〒900-8795 TEL：098-865-2307沖縄県　情報通信課 那覇市旭町1-9 カフーナ旭橋 B街区5階

お問い合わせ先 都道府県 住所・電話

信書に該当する文書
■書状
【類例】 手紙、はがき
■請求書の類
【類例】 納品書、領収書、見積書、願書、申請書
■会議招集通知の類
【類例】 結婚式などの招待状、業務を報告する文書
■許可書の類
【類例】 免許証、認定書、表彰状
■証明書の類
【類例】 印鑑証明書、納税証明書、住民票の写し
■ダイレクトメール
・ 文書自体に受取人が記載されている文書
・ 商品の購入など利用関係、契約関係など特定の受取人に
 差し出す趣旨が明らかな文言が記載されている文書

信書に該当しない文書
■書籍の類
類例】 新聞、雑誌、カレンダー、ポスター、カタログ
■小切手の類
類例】 手形、株券
■プリペイドカードの類
類例】 商品券、図書券
■乗車券の類
類例】 航空券、定期券、入場券
■クレジットカードの類
類例】 キャッシュカード、ローンカード
■会員カードの類
類例】 入会証、ポイントカード、マイレージカード
■ダイレクトメール
・ 専ら街頭における配布や新聞折り込みを前提として作成
 されるチラシのようなもの
・ 専ら店頭における配布を前提として作成される
 パンフレットやリーフレットのようなもの

被災地の
地方公共団体等 総合通信局等

必要に応じて、臨時災害放送局用設備を貸付け

臨機の措置
後日、正式に申請書類を提出

①電話等による申請③開設

②口頭で免許

＊ 無線局免許申請書
＊ 無線局事項書
＊ 工事設計書

臨時災害
放送局

避難情報
道路状況
交通情報
停電情報 等

　日本郵便株式会社以外の者が他人の信書の送達を業とすることを禁じている郵便法の例外として、次の3つのいずれか
に該当する信書便物（信書と同封される信書以外の物を含む）の送達サービスのみを提供することについて、総務大臣の
許可を受けた者を「特定信書便事業者」といいます。

大型信書便サービス
長さ・幅・厚さの合計が73cmを超え、または
重量が4kgを超える信書便物を送達するもの

3時間以内送達
信書便物が差し出されたとき
から、3時間以内に当該信書便
物を送達するもの

または

例：本庁・支庁間の巡回便・定期便 例：バイク便などの急送便

高付加価値サービス
信書便物を送達する料金の額
が、800円（国内）を超えるもの

例：配達記録、電報類似サービス

一通800円を
超える料金

【

【

【

【

【

【
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広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望はFAXまたは、電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　MAIL｜kohoshi@soumu.go.jp
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つどい」記念式典が行われました

Augu s t  2 019 |  Vo l . 2 2 4 .  |  M IC 22

受賞者とともに記念撮影する國重総務大臣政務官（最前列右から4人目）、谷脇総合通信基盤局長（最前列右から3人目）、宮本国際戦略局次長（最前列右から2人目）

「世界情報社会・電気通信日のつどい」報告書

https://www.ituaj.jp/?page_id=19276
詳しくは日本ITU協会ホームページをご覧ください。

※「世界情報社会・電気通信日のつどい」は、電気通信に関する国際連合の専門機
関である国際電気通信連合（ITU）の基礎となった最初の万国電信条約署名日
（1865年5月17日）を記念し、毎年5月17日に、一般財団法人日本ITU協会の主
催により開催される顕彰および記念行事です。

※役職はイベント時のものです。

日本ITU協会賞「特別賞」の贈呈（写真左：福岡日本ITU協会理事長、
写真右：若宮氏）

総務大臣賞の贈呈（写真左：國重総務大臣政務官、写真右：伊藤氏）
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